
 出雲敏太郎  

質問の件名及び質問の要旨 (質問時間 ) 答弁を求める者  

１ ＰＴＡの負担軽減について市長の覚悟を問う 

（２０分） 
 

ＰＴＡは、各学校で組織された保護者と教職員による任意の社

会教育団体です。実際の活動内容としては、学校行事や教育活動

の補助、さらには登校時の見守りなど、教員だけでは対応が困難

な領域を会員の善意が支えています。 

 

小川市長は選挙公約として「ＰＴＡの解散」を掲げられました

が、越権行為であったとして、１２月議会で撤回・謝罪がなされ

ました。その後、市ＰＴＡ連合会に対しても謝罪がなされ、市長

は「ＰＴＡ活動の負担軽減を行っていきたい」との意向を表明さ

れています。市長の「謝罪」を実効性のある施策へと転換させる

べく、以下について伺います。 

 

（１）現場では今なお、ＰＴＡ活動の意義は理解しつつも、保護

者が負担に感じる場面は少なくありません。市長が認識す

る「ＰＴＡ活動の負担」とはどの部分を指すのか。 

（２）「ＰＴＡ解散」公約が招いた現場の混乱と不信感に対し、

市長が掲げる「負担軽減」は、既存の取組の単なる延長か。

それともこれまでの延長線上にはない抜本的な予算投入を

行う決意があるのか。 

 

２ 小公園の遊具（自治会管理）の業者点検、検討状況

はどうなってる？          （１０分） 
 

私は９年前、自治会管理の遊具について「市が状況を把握すべ

き」「事故があれば自治会長が責任を問われかねない」と警鐘を鳴

らしました。市は当時、一度は状況を確認し自治会へ通知を出し

ましたが、その後約８年間、市からはコミュニティ協議会での補

助金の説明程度しかなく、事実上、フォローアップがなされませ

んでした。昨年、私はこの「空白の８年」の反省に立ち、自治会の

負担軽減のため「専門業者による点検の代行」や「少額修繕にも

対応できる補助制度の改善」を提言しました。市は「検討する」と

答弁され、一年が経ちましたが、具体的な動きが見えてこない現

状では、不安を拭えません。 
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（１）検討状況は。 

（２）全ての質問に報告を求めているわけではありません。し

かし、今回のように放置すれば事故に繋がりかねない安

全上の課題などは、議会答弁後の進捗について、しかる

べきタイミングでフィードバックがなされるべきと考え

ますが、見解は。 

 

３ 誰もが歩きやすい歩道の整備について （３０分） 
  

健康な方はもちろん、こどもや高齢者、障がい者などが歩きや

すい歩道の整備は、市民の安全確保のため、重要であることは言

うまでもありません。 

 

本市では、市道路舗装修繕計画を作成し、優先順位を決めなが

ら計画的に整備が行われているものの、歩道の整備については、

その多くが市民からの通報等に基づく「対症療法的な修繕」に留

まっているのが実情です。こうした中で、私自身、ベビーカーを

押して散歩をした際に段差により転倒しそうになった経験や、怪

我をしているときの歩行時、凹凸が身体に響き、痛みを感じるな

ど、市内の歩道には課題が残されていると考えています。また、

一部では、根上がり等により、高齢者や車椅子利用者の転倒に繋

がりかねない危険な箇所も見られます。誰もが歩きやすい歩道の

整備のために、以下質問します。 

 

（１）歩道の劣化状況は。 

（２）点検体制は。 

（３）根上がり対策は。 

（４）バリアフリーの視点は。 

（５）予防保全の考えは。 

（６）道路交通法改正に伴う車道や歩道等の改修は。 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育委員会教育長 

 

 

 


